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12月２日、令和２年度労働行政関

係功労者宮崎労働局長表彰が宮崎労

働局で行われました。受賞したのは

平成26年６月から宮崎労災保険診療

費審査委員として労働行政に貢献さ

れた「まつばし川野整形外科」の川

野啓一郎先生です。

川野先生は労災診療費の審査にお

いて、その経験を生かした的確な判

断力と様々な質問にも丁寧に応じて

いただくなど、職員も全幅の信頼を

寄せています。川野先生の今後益々

のご活躍を祈念いたします。
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皆様におかれましては健

やかに新年をお迎えになっ

たこととお慶び申し上げま

す。ただ、残念ながら昨年

来の新型コロナウイルス感

染症の蔓延は、新年のめで

たさを少なからず減じてい

ます。昨年１月に日本で初

めて感染者が確認され、世

界各国に比べれば感染状況

は抑制気味ですが、現在も

感染が拡大しています。

このように昨年皆様にとっ

ても労働行政にとっても特

別な１年となりました。経済情勢の

悪化で雇用不安が高まる一方、感染

拡大防止の観点からテレワーク導入

の動きが顕著になるなど雇用情勢や

働き方にも大きな変化が生じました。

その対策の一つとして雇用調整助

成金を拡充し、宮崎労働局でも11月

末時点で９千件超、延べにして14万

人を超える労働者の雇用維持を支援

したほか、テレワークを導入する事

業主への支援も展開したところです。

また、昨年６月３日には雇用の安定

と企業活動の再始動に向けた連携強

化を謳う緊急共同宣言を県内政労使

のリーダーとともに発出しました。

新年におきましても行政機関と

して感染防止策に万全を期しなが

ら、新型コロナの影響で離職した

方への再就職支援や雇用維持を図

る事業主への支援、「新しい生活

様式」にも対応した働き方改革の

推進に取り組んでまいります。本

年もよろしくお願い申し上げます。

寄せられている①会社が相談に

応じてくれない②上司からライ

ンでデートに誘われた③相談で

きても「あなたに問題があるん

じゃないの」と言われた、など

の事例を紹介。これに対し担当

者は「きちんと対応しないと会

社に対し不信感が生じます。風

通しの良い職場を作るために、

まず相談窓口の設置を周知しま

しょう。さらに相談窓口担当者スキ

ルアップための研修なども必要です」

と防止対策と発生後の対処方法など

について具体的に説明。併せて改正

パートタイム・有期雇用労働法、各

種助成金についても説明しました。

ハラスメントはあらゆる職場で発

生する身近な問題で

あり、発生した場合

の職場環境に与える

影響も大きいため、

参加者も熱心に説明

を聞いていました。

雇用環境・均等室は12月９、16、

23日に延岡市、都城市、宮崎市で

「職場におけるハラスメントの防止

対策等に関する説明会」を実施しま

した。近年ハラスメントに関する相

談が増加する中、厚生労働省では12

月を「職場のハラスメント撲滅月間」

と定め、その一環として開催したも

のです。コロナ禍の開催でしたが計

県内約220事業場、約290人の代表者

や労務担当者等が参加しました。

説明会ではセクハラ・マタハラ・

パワハラなどに関し、労働局に多く

説明会に延べ約２２０事業場が参加
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宮崎労働局は、12月３日に宮崎

産業経営大学の４年生約100名、16

日には都城コアカレッジの学生６

名に対し、労働法制講話を行いま

した。就職する際に労働条件通知

書の内容を十分確認する必要があ

ることなど働く上で知っておくべ

きことについて相談事例を交え、

労使でトラブルが生じたら一人で

悩まず労働局などに相談するよう

説明しました。就職を控えた参加

者の多くは関心を持って聞いてい

ました。

宮崎労働局では、建設現場での

労働災害の多発が危惧される年末

年始の時期に「年末年始建設業労

働災害防止強調運動」（12月１日

～１月15日）を実施しています。

その取組として、10日、労働局長

による建設現場安全パトロールを

都城市山之口町の「山之口運動公

園造成工事」工事現場において実

施しました。

同現場は2027年開催予定の国体

に向けた陸上競技場の造成工事現

場で、パトロールには名田局長、

大野都城署長ら８人が参加し、重

機との接触防止対策、墜落、転落

意見交換会を行いました。修了

生から公的職業訓練について

「幅広く実践的に学べて、今の

職場でとても役立っている」と

の声が寄せられました。

12月9日、職業安定部訓練室

は宮崎市のポリテクセンター宮

崎において、ハロートレーニン

グ（公的職業訓練）をメディア

の方々に広く知っていただくこ

とを目的にメディアツアーを開

催しました。

3回目の開催となる今回は

「コロナ禍の就職支援の強い味

方」と題し、メディア３社、就

職支援機関５機関からの参加が

ありました。訓練の見学後は訓

練修了生とその雇用事業主との

労働局長 年末年始安全パトロール

県内企業の「働き方改革」推進

のため、宮崎労働局は11月25日に

延岡市の吉玉精鍍株式会社、宮崎

センコーアポロ株式会社を訪問。

①吉玉精鍍の吉玉代表取締役は「6

5歳までは給与水準を維持した上で

の定年を延長しています」②宮崎

センコーアポロの田中代表取締役

は「女性が働きやすい職場づくり

を進めるため専門部署設置を図っ

ています」と、それぞれの取組を

語られました。名田労働局長から

は「働き方改革」の推進に向けて

一層の取組を要請しました。

防止対策、元請業者間の連絡調整

の取り組み等を確認しました。名

田局長は、「労働災害防止に特効

薬はないので、改めて基本動作の

徹底をお願いしたい」「自分自身

がけがをしない、ほかの人にもけ

がをさせない意識を確認してほし

い」と現場の作業員の方々に呼び

かけました。
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